
Kyoko
テキストボックス
2-Ethylpyrazine GC測定条件

検出器:　　　　　水素炎イオン化検出器
カラム:　
　　・内径:　　　0.25mm
　　・長さ:　　　50mｹｲ酸ｶﾞﾗｽｷｬﾋﾟﾗﾘｰ
　　・被覆剤:　　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ(極性ｶﾗﾑ)
　　・膜厚:　　　0.25μm
カラム温度:
　　・初期温度:　50℃
　　・保持時間:　0分
　　・昇温速度:　5℃／分
　　・到達温度:　230℃
注入口温度:　　　250℃
検出器温度:　　　300℃
ｽﾌﾟﾘｯﾄ比:　　　　100:1
ｷｬﾘﾔｰｶﾞｽ:　　　　ﾍﾘｳﾑ
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（参考） 

これまでの経緯 

 

平成２０年５月２６日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに添

加物の指定に係る食品健康影響評価について依頼 

 

平成２０年５月２９日 第２４０回食品安全委員会（依頼事項説明） 

 

平成２０年９月２９日 第６２回食品安全委員会添加物専門調査会 

 

平成２０年１０月１６日      第２５８回食品安全委員会（報告） 

～平成２０年１１月１４日  食品安全委員会における国民からの意見聴取 

 

平成２０年１０月１７日   薬事・食品衛生審議会へ諮問 

 

平成２０年１０月２２日   薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会 

 

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会添加物部会（平成 20 年 10 月現在） 

 [委員] 

氏  名 所   属 

石田  裕美 女子栄養大学教授 

井手 速雄 東邦大学薬学部教授 

井部 明広 東京都健康安全研究センター 

北田 善三 畿央大学健康科学部教授 

佐藤 恭子 国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部第一室長 

棚元 憲一 国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部長 

長尾 美奈子※ 慶應義塾大学薬学部客員教授 

堀江 正一 埼玉県衛生研究所 水・食品担当部長 

米谷 民雄 静岡県立大学 食品栄養科学部 客員教授 

山内 明子 日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長 

山川 隆 東京大学大学院農学生命科学研究科准教授 

山添 康 東北大学大学院薬学研究科教授 

吉池 信男 青森県立保健大学健康科学部 栄養学科長 公衆栄養学教授 

由田 克士 独立行政法人国立健康・栄養研究所 栄養疫学プログラム国民

健康・栄養調査プロジェクトリーダー 

                                ※部会長          


